
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2023年7月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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NOMURA-BPI総合指数の推移
（期間：2023年7月31日～2024年8月2日）

0.36

▲2.14% ▲2.55%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202407_outlook.pdf
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NOMURA-BPI総合
（騰落率）

359.90 0.65% 0.98%

10年国債利回り（日本、％）
（変動幅）

0.98 ▲0.08 ▲0.10 0.30

国内債券見通し

マーケットの動き（2024年7月29日～8月2日） 日本国債利回りの推移
（期間：2023年7月31日～2024年8月2日）

先週の国内債券市場は、前週末比で金利は低下しました（債券価格は上昇）。
週半ば日銀が31日まで開いた金融決定会合で政策金利を0.25%へ利上げ、2026年3月までの国
債買い入れ減額を決定し、金利は上昇しました。週後半にかけ米国7月ISM製造業景況感指数や
雇用統計が軒並み弱かったことなどから、急激にリスク回避の動きが進み金利は低下しまし
た。
クレジット市場はほぼ横ばいとなりました。

情報提供資料
2024年8月5日

投資環境見通し（2024年7月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
8月2日

国内長期金利は緩やかに上昇
日銀は６月の金融政策決定会合で、長期国債の買い入れ減額に関する今後１～２年程
度の具体的な計画を次回7月会合で決めるとの方針を示しました。短期的には早期の
減額観測が後退し、長期金利の上昇圧力が和らぐとみられますが、日銀総裁は同減額
については「相応の規模になる」と述べるとともに、「経済・物価情勢次第で7月の
利上げの可能性もあり得る」との見解を示していることもあり、国内長期金利は緩や
かに上昇するとみています。
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